
ＩＴ支援サービスのＳＢＲ（ＪＱ 2759）は、第三割当増資を実施すると発表。通信回線の光通信（東１ 9435）やインターネット広告のｅ－ま
ちタウン（マザーズ 4747）など光通信グループの４社が合計37％強を引き受ける。ＳＢＲは光通信グループが持つ全国規模の販売網や強い営業力
を活用して顧客基盤を拡大し、更に新しい収益源の確保を図る。

Weekly M&A Review 2010/５/14（第55号）～１週間のＭ＆Ａを振り返る（５月第２週）～

５月10日（月）

消臭芳香剤のエステー（東１ 4951）は、殺虫剤のフマキラー（東２ 4998）と資本業務提携を行うと発表。フマキラーは第三割当増資を行い、
エステーはフマキラー株式12％強を約16億円で引き受ける予定。両社は販売促進業務・研究開発を共同で行い、生産設備・物流網を相互活用すること
で、補完関係にある事業の発展・収益性の強化を図る。

５月14日（金）

医薬品・医療機器のアルフレッサ ホールディングス（東１ 2784）は、一般用医薬品の丹平中田（非上場）を株式交換により完全子会社化し、経営
統合すると発表。株式交換比率は未定。今後丹平中田は、アルフレッサ ホールディングスの子会社である医薬品のシーエス薬品（非上場）と連携し、
経営資源の有効活用と効率化を図り、セルフメディケーション卸売事業の強化を目指す。

情報通信工事のコムシスホールディングス（東１ 1721）は、情報通信サービスのつうけん（東２ 1940）を完全子会社するため、株式交換契約
を締結したと発表。つうけん株式１株につき、コムシスホールディングス株式0.4株を割当交付予定。情報事業者間ではサービスメニューやコンテンツ
の競争が熾烈になっており、北海道地盤のつうけんは本経営統合により、事業展開・経営資源の連携を図る。

５月11日（火）

５月12日（水）

５月13日（木）
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産業機械の住友重機械工業（東１ 6302）は、連結子会社で環境・空調機器の日本スピンドル（東１ 6242）を完全子会社化するため、株式交換
契約を締結したと発表。住友重機械工業は2010年５月現在日本スピンドル株式を４割保有。日本スピンドル株式１株に対し、住友重機械工業株式
0.38株を割当交付予定。日本スピンドルは、住友重機械工業のもつ技術開発力やグローバルな事業ネットワークを活用し、事業成長を図る。


